New Orleans Big Band
コンポーネント
　１
ゲーム盤
　６
スクリーン

　３
１セットが１１０枚からなるカード

　１
ルールブック
　６
ピアノ

１２
ベース

各プレイヤーは音楽エージェントになり、究極のユニット作りがその目標です。
エージェントは、音楽家が集まるフランス街を探しますが、アーティストは皆、神経質でキレやすい。
ソロで行うのを好む人や、特定のミュージシャンとやりたくない人がいる。
ゲームは一番高得点のバンドを作ったエージェントが勝利します。バンドは完全なもので最低限のメンバーは揃えていなければならない。
ゲームの準備
６枚のブランクカードを除き、残りをシャフルする。
１）カードを裏向きにしてボードの各スペースに置く。残りのカードはゲームでは使用しない。
２）各プレイヤーはピアノを取る。
３）各プレイヤーは自分のピアノを好きなカードの上に置く
４）青い木製のブロックを１－２５と書かれたトラックの１のところに置く
５）各プレイヤーにスクリーンと２つのプラスチックの足を渡す。
一番歌がうまい人から、時計回りに進める。
ゲームの手順
１．ゲームターン

各プレイヤーは自分の手番に自分のピアノを動かす。０～２マスまで動かすことが出来る。縦・横・ナナメ移動が可能。移動方向は、これら組み合わせても構わない。プレイヤーは、その後カードを取り、移動終了となる。ここで２つの可能性がある。

もし、それがミュージシャンだった場合、それを自分の前に置き、自分のバンドに組み入れなければならない。
もし、それがイベントカードだった場合は、カードの内容を読み上げ、その指示に従う。そして、次のプレイヤーのターンになる。
訳者注）後の利用のため、取っておく指示があるカードも、読み上げてから手札にする。
２．ゲームラウンド
ゲームラウンドは全プレイヤーが１度ターンを行った時に終了する。
各ラウンドには青い石が前方に動く。ラウンド１～８では石のみが動きます。
８ターンが終了すると、以後、ラウンドの終わりに交渉ステージが行われる。プレイヤーは自分のカードを交渉材料として利用できます。
訳者注）９Ｒｏｕｎｄの各プレイヤーが移動した後、交渉ラウンドが発生する。

３．交渉
各プレイヤーは、合致しないカードを除去し、相性の良いカードの獲得を試みる事ができる。これは、ミュージシャンとイベントカードの両方に適用できる。
各プレイヤーは自分がトレードに出したいと思うカードについては、自分が望むだけの情報を公開しても構いません。絶対やってはいけないのが、嘘をつくことです。交渉ラウンドは、全員がパスするまで行われる。
４．ゲーム期間
ラウンド数はプレイ人数によって異なります。
６人：１５ラウンド
５人：１８ラウンド

４人：２０ラウンド

３人：２５ラウンド

最終ラウンドの後、最終の交渉フェーズを行って、スコア計算に入ります。
５．バンド構成
バンドは完成して初めてバンドになる。バンドには少なくとも、Ａ－Ｅのグループのそれぞれの中から１名が含まれていなければならない。各グループから複数のメンバーを参加させても構わない。
５つのグループは、以下のＡ－Ｅから構成される。
	A
	パーカッション

	B
	リズム楽器

	C
	管楽器

	D
	その他の楽器

	E
	歌手


バンドには２つ以上の楽器で構成されますが、各ミュージシャンの特性に留意しなければならない。
ミュージシャンの中には、弾き語りを行う人もいるので、プレイヤーは楽器のみか、歌も歌うのか決めても良い。
英訳者注：カードで歌手と明記されてる時は、特に指示の無い場合は、歌う事のみを専門にしている人を指します。よって、何人かのミュージシャンは弾き語りを行う歌手と一緒には演奏できないかも知れません。
訳者注）歌手=歌う以外の能力を兼ね備えた音楽家は除外という意味です。
６．イベントカードの活用法
交換とトレードは別物です。交換は、各プレイヤーが自分が一番不要なカードを選び、それを裏向きにして他人に渡す事を指します。
J.R.Dallas:このカードはゲーム終了時に除外される事はありません。このカードはトレードに出されるか、誰かのバンドに参加しているかのいずれかです。
Black Cathy Barnes:このカードは捨ててもあまり意味がない（捨てても良いがカードの効果は残る）。もし、このカードがバンドに含まれていなかったとしても、残りのバンドメンバーは彼女の存在が気になって演奏に集中できないからです。このカードはトレードに出すには最適です。
トレードは通常２者間で行いますが、たまには３人でトレードしなければならない事もあります。
不可能なアクションを要求するカードは無視される。
訳者注）保有しているイベントカードも交渉・交換の対象になる。

ゲームの終了
ゲームは最後の交渉ラウンドの後、終了する。
各プレイヤーは、自分のバンドに適合しないミュージシャンを除外して構わない。それから、そのバンドが審査される。もし彼らが全て一緒にうまくやっていけるメンバーなら各ミュージシャンのポイントが加算される。一番多く得点を稼いだ人が勝ちになる。
	A
	B
	C
	D
	E

	Drummer
	10
	Bass
	6
	 Clarinet
	4
	Banjo
	5
	Singer
	11

	　
	　
	Tuba
	5
	Trombone
	5
	Guitar
	4
	　
	　

	　
	　
	Washboard
	3
	Saxophone
	6
	Piano 
	4
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	Trumpet
	5
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